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研究分野：日本近代史 

科研費の分科・細目：人文・日本史 
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１．研究計画の概要 
(1)時代と地域の設定 

①19～20世紀前半期の瀬戸内海地域 
②同時期の中国（華北・華中地域）・韓

国（朝鮮半島南部…全羅道など）・琉
球 

(2)研究方法 
①農村・周辺地域における産業・経済・

技術などの局面で、近代西洋からの影
響を伝統的文化性のなかでどう受容
していっているかを検討する。 

②受容のしかたのなかに現れる東アジ
ア社会各地域の特質を摘出する。 

③東アジア各地域との比較をとおして、
瀬戸内海地域の特質を明らかにして
いく。 

２．研究の進捗状況 
これまでの３年間の研究において、各メ

ンバーの研究発表と議論のなかで、東アジ
アの農村社会における「外来」と「在来」
の実証的な歴史像が成果として蓄積され
てきた。たとえば日中朝３国の農民組織化
をめぐる村落社会と組織のありよう、植民
地期朝鮮の日本を経由した新しい稲作技
術導入と地域社会、中国農村における木綿
栽培や綿織物生産をめぐる新しい動向と
在来様式の並行的発展などの姿である。 
これらをもとに、2008年度社会経済史学

会全国大会でパネルディスカッションを
組織し、その成果を学界に問うた。 
さらに 2009 年度には史学研究会での大

会シンポジウムを予定して、現在その準備
を進めつつある。また全体の成果を１冊に
まとめて公刊する予定であり、2009 年夏
に原稿を取り揃えることになっている。 

３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
上述したように、研究の成果を全国学会発

表の形で示すことができ、他のパネルと比較
しても参加者を多く集めることができるな
ど、一定の反響を得ている。 
ただし、問題点も浮かんできている。１つ

は瀬戸内海地域を焦点に東アジア各地域と
比較すべきところが、中国内の地域差あるい
は韓国との差が大きすぎて、日本のなかでの
瀬戸内海地域の特質という点にまで未だ迫
り得ていないこと、２つに「外来」と「在来」
に関して理論的な切り口がまだ絞りきれて
おらず、なお模索の最中にある点である。現
在その点が議論の焦点となっている。 
４．今後の研究の推進方策 

上述の問題点のうち②を克服するために、
藤本隆宏氏のアーキテクチャに関する東ア
ジア内の差という議論をもとにその歴史的
なアプローチを行うための方法論を今年度
中に議論し、改めて学会発表を行う予定であ
る。①については地域比較の理論的フレーム
を議論しつつあるが、課題はまだ今後に残さ
れている。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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